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かかし展示9days
期間 9月16日（土）～24日（日）
会場 上山市民公園（市役所東側）
今年も、個人・団体で制作した“かかし”と、市内
小中学生が詠んだ“短歌かかし”を展示します。
期間中は自由にご覧いただけます。
上山の秋の風物詩をお楽しみください。
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【
常
設
展
示
室
か
ら
】
抽
選
で
景
品
が
当
た
る
“
ク
イ
ズ
上
山
城
探
検
”
を
毎
月
実
施
中
。
ク
イ
ズ
を
解
き
つ
つ
、
ご
見
学
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

神
奈
川
・
東
京
を
中
心
に
関
東
地

方
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
「
関

東
大
震
災
」発
生（
大
正
十
二〈
一
九
二

三
〉
年
九
月
一
日
）
か
ら
、
今
月
で
ち

ょ
う
ど
百
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
同

震
災
に
よ
り
十
万
人
以
上
の
命
が
失

わ
れ
、さ
ら
に
、多
く
の
街
が
一
瞬
に
し

て
廃
墟
と
化
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
国
を
挙
げ
て
復
興
事
業
が

行
わ
れ
て
い
き
ま
す
が
、
そ
の
事
業
に

携
わ
っ
た
人
物
の
一
人
に
、
上
山
ゆ
か

り
の
建
築
家
　
佐
野
利
器
（
一
八
八
〇

～
一
九
五
六
）
が
い
ま
す
。

利
器
は
明
治
十
三
（
一
八
八
〇
）
年

に
、
山
形
県
荒
砥
（
現
 白
鷹
町
）
の
山

口
三
郎
兵
衛
の
四
男
と
し
て
生
ま
れ
、

米
沢
中
学
（
現
 山
形
県
立
米
沢
興
譲

館
高
校
）在
学
時
、上
山
町
に
住
む
佐
野

家
の
養
子
と
な
り
、
そ
の
後
、
旧
制
第

二
高
等
学
校
か
ら
東
京
帝
国
大
学
建

築
科
に
進
学
。
耐
震
建
築
の
研
究
に
取

り
組
み
、大
正
四（
一
九
一
五
）年
、「
家

屋
耐
震
構
造
論
」
で
工
学
博
士
号
取
得

し
、
同
七
年
に
同
大
学
の
教
授
に
就

任
。
以
後
も
日
本
大
学
・
東
京
工
業
大

学
・
清
水
組（
現
 清
水
建
設
）な
ど
活
躍

の
場
を
移
し
つ
つ
、
日
本
の
建
築
界
を

リ
ー
ド
し
た
人
物
と
な
り
ま
す
。

そ
の
利
器
は
、
関
東
大
震
災
後
、
国

が
設
置
し
た
帝
都
復
興
院
の
メ
ン
バ
ー

に
選
ば
れ
、
そ
こ
で
地
震
や
火
災
に
強

い
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
建
物

の
普
及
推
進
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。
つ

ま
り
、
利
器
は
今
や
当
た
り
前
と
も
い

え
る
「
地
震
に
強
い
建
物
」
の
基
礎
的

な
理
論
を
日
本
で
初
め
て
提
唱
し
、
さ

ら
に
、
そ
の
普
及
に
も
努
め
た
人
物
と

な
り
ま
す
。
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で

す
が
、
そ
の
功
績
は
非
常
に
大
き
く
、

現
在
に
至
る
ま
で
高
い
評
価
を
受
け

続
け
て
い
ま
す
。

上
山
城
で
は
、
そ
の
佐
野
利
器
の

「
業
績
」
や
「
人
と
な
り
」
を
紹
介
す
る

企
画
展
を
今
月
三
十
日
か
ら
十
一
月

二
十
六
日
ま
で
開
催
し
ま
す
。
関
東
大

震
災
か
ら
百
年
目
の
今
日
、
耐
震
構
造

理
論
の
祖
 佐
野
利
器
の
人
生
を
探
っ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
み
な

さ
ま
の
ご
来
城
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

●月刊かみのやま巻頭企画

「上山城
お し ろ

」からのたより晩夏・第170号

上
山
ゆ
か
り
の
建
築
家
　
佐
野
利
器
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（
公
財
）
上
山
城
郷
土
資
料
館
学
芸
員
  
長
 南
 伸
 治

鎌倉の自宅にて、穏やかな表情
を浮かべる晩年の佐野利器
（企画展展示予定・個人寄贈）


